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旧年中は、保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、本校の教育活動に対し、温
かく見守り、支えていただき、心より感謝申し上げます。 
 日々の子どもたちの生活の中や、体育大会をはじめとする様々な行事において、多くの
温かいお言葉やご声援をいただきましたこと、重ねて御礼申し上げます。 
本年も、子どもたちが安心して学び、成長できる学校づくりに教職員一同努めてまい
ります。引き続き、本校の教育活動へのご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。 
 

 

 

始業式を迎え、校舎に子どもたちの声や笑い声が戻ってきました。久しぶりに元気な姿を見ることがで
き、たいへんうれしく感じました。 
 昨年１２月の終業式では「クリスマスチャレンジ」（正解者には豪華賞品!?）を実施しましたが、その第二
弾として、今回は「お年玉チャレンジ」を行いました。前回より少し難度を上げ、昨年 1２月１５日の芸術鑑賞
会（落語）で学んだ「なぞかけ」を出題しました。 
 なぞかけです。 
「２０２６年」とかけまして、「校長先生の今年の芦中生への願い」とときます。 
 その心は… 
「午（うま）のように、後ろ（過去）にとらわれず、前へ、前へと進んでほしい」です。 
※なぞかけとしては、少し工夫が必要だったかもしれません。（恥） 
 馬のすごいところは、ただ走るのが速いだけではないところです。転びそうになっても、立ち止まりそうにな
っても、また一歩、さらに一歩と前へ進み続ける力があります。 

また、仲間と呼吸を合わせ、同じリズムで進むことで、遠くまで力強く走ることができ
ます。 
 そして、もう一つ話したことは、「運を味方につける」ことです。そこで必要なのは、「応
援される人」になることだと伝えました。応援される人には、たくさんの情報が集まりま
す。そのためには、あいさつができること、何事にも一生懸命取り組むこと、「ありがと
う」をきちんと言えること、そして人を大切にすることなどが重要です。そうした積み重
ねが、周りからの応援につながります。 一人一人が前向きに、仲間とともに歩み、実り
多い一年にしていってほしいと思っています。 
 

 
 
 

１２月１５日（月）、芸術鑑賞会として落語鑑賞を行いました。 
当日は、本校出身の 三代目 露の五郎さんをはじめ、４名の落語家の方々に
ご来校いただきました。露の五郎さんは、前日１４日（日）に、あしや夢リ
アで行われた「三代目露の五郎 襲名披露公演」を終えられた直後にもかか
わらず、本校の生徒ためにお越しくださいました。 

生徒の多くは、落語を目の前で鑑賞するのが初めてでしたが、落語家の皆様が本気で
演じてくださる姿に引き込まれ、会場は笑いと温かい雰囲気に包まれました。 
 大変貴重で心に残る時間となりましたことに、心より感謝申し上げます。 
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【2026 年元旦富士山初日の出】 

３学期始業式～走る馬のように前へ、前へと進め～ 

芸術鑑賞会（落語）～母校に響いた笑い声～ 



 

 

 

１２月１３日（土）、あしや夢リアホールにおいて、第３２回青年の主
張大会が開催されました。本校生徒会２年生の松本澄香さん、和田彩伽さ
んが司会を務め、落ち着いた雰囲気で進行してくれました。 
また、発表者として、 

１年生の堺蒼太さんが演題「言葉の大切さ」、 
２年生の小田結衣子さんが演題「諳（そら）んじる」、 

３年生の槇原彩乃さんが演題「オーストラリアで感じたこと」 
で参加しました。 
それぞれが自分自身の体験や思いをもとに、真剣なまなざしで堂々と発表

し、会場にいる人々の心に強く訴えかける内容でした。 
 言葉の重みや、人と人とのつながりの大切さ、そして異文化の中で得た学びが、聴く者一人一
人に深く伝わってきました。ぜひ全校生徒にも聞かせたい、学びと感動にあふれた発表でした。 
小学生を含めた参加した皆さん、本当にお疲れさまでした。そして、心に残る素晴らしい発表

をありがとうございました。 
追記、校長（私）の席は、会場の一番前の中央でした。児童・生徒一人一人の思いが真正面から伝

わってきて、胸が熱くなり、涙がこみ上げる場面が何度もありました。 

 

 

１２月２５日（木）、新生徒会役員による生徒会リーダー研修会を実施しました。冬

休み期間中にもかかわらず、参加した生徒は終日、真剣に活動に取り組みました。 

研修会では、「リーダーに必要なこと」について考えるとともに、企画・運営力を高

める活動を行い、専門委員会ごとに年間活動計画の作成などに取り組みました。より

よい芦屋中学校をつくっていこうという強い思いが随所に感じられ、話し合いの場面

では活発で真剣な意見交換が行われていました。 

新生徒会の皆さんの努力が、これからの学校生活をよりよいものにしてくれることを大いに期待していま

す。今後は、全校生徒一人一人が生徒会活動にさらに関心をもち、互いに協力しながら、芦屋中学校をさら

に前進させていってほしいと思います。 

 

 

1日 木  １7日 土  
２日 金  １8日 日  
３日 土  １9日 月  
４日 日  20日 火 弁当の日（１・２年）※３年は給食    イブスタ 
５日 月  21日 水 放課後塾 
６日 火  22日 木  
７日 水  23日 金 新入生入学説明会 
８日 木 始業式   あいさつ運動 24日 土  
９日 金 冬休み課題テスト     給食開始 25日 日  
１０日 土 遠賀郡中間市新人駅伝大会 26日 月  
１１日 日 二十歳の集い 27日 火 私立推薦・専願入試 
１２日 月 成人の日 28日 水 放課後塾 
１３日 火 専門委員会                   イブスタ ２９日 木 イブスタ 
１４日 水 英語オンライン学習（２年） ３０日 金 私立推薦・専願合格発表       専門委員会 
１５日 木 あいさつ運動  英語オンライン学習（１年）イブスタ ３１日 土  

１６日 金 第３回英語検定                イブスタ    

「青年の主張大会」 
～心に響いた、若者のまっすぐな言葉～ 

「生徒会リーダー研修会」 

～よりよい芦屋中学校を目指して、未来を創る一日～ 

【マシュマロチャレンジ】

1月の主な行事 

３年生の皆さんへ 
今、不安になるのは、それだけ本気で頑張ってきた証です。これまで積み重ねた努力は、 

もう十分、あなたの力になっています。あとは、自分を信じて、できることを一つずつ大切に 
重ねてください。この１月の踏ん張りが、春につながります。胸を張って、前へ！！心から応援しています。 

 


